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第 84 回 強度設計・安全性評価部門委員会開催のご案内 

 
皆様には本部門委員会の活動に対してご理解とご協力をいただき感謝を申し上げます． 
本年度最初の部門委員会のご案内をさせていただきます．今回も委員に限らず参加可能な公開委員会

の形式で開催いたします．話題提供では，題目・概要に “脆性破壊”，“故障”，“熱処理シミュレーション”
といった用語の入った講演が予定されています．会場は材料学会の本部とし，参加方法は従来通りのハ
イブリッド方式です． 
 

記 
日時：2026 年 6月 17日（水）13 時 00 分～17時 00 分 
開催方法：対面とWebex によるハイブリッド開催 
対面会場：材料学会本部の 3F 会議室 
参加申込み先：材料学会事務局 E-mail: jimu@office.jsms.jp  
参加申込みの締切日：2026 年 6月 10 日(水） 
注記：参加申し込みの際には，対面かWebex のいずれの参加であるのかについてご連絡ください．Webex

参加者にはURL を開催前日までにメールで送付いたします． 
 
議題： 
１. 一般議事（13:00～13:15） 

司会：部門委員会委員長 
 

２. 話題提供 
（１）（13:20～14:20）Q&A 含む 
講師：大阪大学 清水 万真 氏 
題目：延性亀裂進展を伴う脆性破壊評価のためのローカルアプローチ 
概要：脆性破壊に対する破壊力学パラメータの限界値は材料に固有ではなく塑性拘束の影響を受け，小
型試験片で評価した破界抵抗値（破壊靭性）は，実構造部材のそれと比較して過小となる傾向にある．こ
のような脆性破壊限界の塑性拘束効果を，亀裂先端近傍の応力場を直接捉える指標であるワイブル応力
を介して定量補正する手法が提案され，その有用性が広く認知されてきた．一方で，近年では初期欠陥か
ら直接脆性破壊を生ずることはほとんどなく，脆性破壊に先立つ延性亀裂発生・進展の影響をも精緻に
考慮することが重要である．本講演では，ワイブル応力を介した塑性拘束補正手法を拡張するため，延性
亀裂進展を精緻に再現するシミュレーションの出力を用いて延性亀裂前方での脆性破壊駆動力を評価す
る手法を提案し，その有用性を従来手法と比較して論じる． 
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（２）（14:30～15:30）Q&A 含む 
講師：住友精密工業 久野正明氏 
題目： 故障調査について 
概要：製品が使用に供さなくなる状態つまり故障の原因は製造中の問題や使用中の問題など等多岐にわ
たる．製品を安心して使用するには，故障原因を特定し対策を立案する必要がある．この故障原因究明の
ための調査について，原因の種類とその方法を解説する． 

 
（３）（15:40～16:40）Q&A 含む 
講師：大阪大学 岡村一男 
題目： 日本における熱処理シミュレーションの発展 
概要： 日本において，金属材料の焼入れにおける残留応力の予測に有限要素法が適用されて 50 年超が
経過した．焼入れ，焼戻しなどの熱処理における応力・変形や金属組織の数値シミュレーションは熱処理
シミュレーションと呼ばれ，現在では専用のソフトウェアが市販され，プロセス改善のツールとして広
く用いられるようになっている．被熱処理部材に生じる現象は金属組織の変化と温度，応力やひずみと
の連成現象であり，シミュレーションではこれを考慮する必要がある．このシミュレーション理論・技術
の構築において，日本は少なからず世界に貢献してきた．本講演では日本における熱処理シミュレーシ
ョンの発展を理論構築がなされた黎明期，理論とソフトウェアを完成させた発展期，ソフトウェアとそ
の利用技術の普及成長期の３段階に分け，現在までの発展の足跡をたどることにする． 
 
3. 総合討論（16:45～17:00） 
 
 

以上 


